
 

【事業の概要】 

(1) 本システムの概要を紹介・説明し，実務の立場からの意見・要望を収集する． 

(2) 本システムの今後の運用方針に関する打合せ 

(3) 本システムを県内の様々な道路に適用し，精度・問題点を抽出する 

【役割分担】 

(1) 本システムの紹介と意見・要望の収集（大学と山梨県） 

(2) 本システムの運用方針（大学と山梨県） 

(3) 本システムの仮運用（大学） 

 

２０２１年６月３０日 

国立大学法人 山梨大学 

 

令和３年度連携事業計画： 

社会基盤施設の健全度評価技術の実用化（継続） 

 

 
路面の健全度評価例（左）と評価結果の視覚化例（右） 


